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病棟チームカンファレンス記録

平成26年5月12日(月)　　　　　司会：藤原　香織　　記録：畑中　美恵子
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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

· 本日　部屋移動を行っています。　中野渡　鉄男様・日向端　庸男様の２名が

405号室→303号室へ移動となっています。

· 405号室は、SSTの部屋として活用していきます。椅子は、ホールから移動していますが、SST時にはホワイトボードは運んで利用してください。　ホールテーブル2個も４階に運んであります。

· ４階には、患者様の病室はありませんが、掃除(廊下・トイレ)はこれまで通り深夜帯で実施することとします。空き病室は適宜換気や風通しをおこなっていきましょう。

· 北病棟現在２１名、全員が３階の病室となっていますが、今後他病棟から転入の可能性もあります。

· H２５年度決算報告から　北病棟消耗品の経費が前年度比　－30487円でした。患者様の人数も少なくなったことが要因として考えられますが、引き続き節約を心がけていきましょう。

· 東SGMから　「本日でスタッフ面談終了しています。スタッフ一人一人が自分の役割を自覚して、患者様と関わりを持っていきましょう。」「今週15日から来週21日まで不在となります。よろしくお願いします。」

・「医療保護入院制度」変更に伴う、作成書類や患者様。御家族への「通知」・処理などに関してスタッフに佐々木AOMからメールが届いています。確認し熟知しておいてください。

各病棟スタッフ

5/10現在の各病棟の「医療保護入院患者全員」に添付書式を作成し説明の元、配布してください。今後、病棟移動がある際には、別添え「変更」を使用。なお、病棟移動後の相談者変更の際の通知については「青箋」に日時、通知者名を記載の上、「退院後生活環境相談員について通知する」旨を記載してください。また、新規入院時も同様の通知が必要となります。新規入院時も「青箋」に通知の旨を記載してください。

※「生活環境相談員」は、各病棟SGMがあたります。　患者様が転棟になった場合は、「生活環境相談員」も変更となります。

· 新しい看護計画は、カルテ5月のところに綴じておいてください。

· 患者様付き添い買いものについて　火・木・土曜日の買い物付添いは、スタッフ人数や状況によって臨機応変に実施してください。16時、準夜勤務者が行くと決定している訳ではありませんので、協力しあいながら実施していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・坂本　秀男様～御家族(甥　坂本久紀様)に主治医面談のために今月中に来院してほしい旨の連絡をしています。　来院日時が決まったら、予め病棟に連絡を入れてくれるようお願いしてあります。家族から連絡があったら、主治医中野先生に報告しスケジュール調整していただいてください。

・山本　伸子様～長女様から電話で、17日(土) のランチ外出の申請が出されました。

　　　　　　　　ハップスター　2袋　処方となりました。

・稲垣恵利子様～5/15（木）ラピアまで外出希が出ています。7日の主治医診察時に「2週間以内に買いもの外出するように」という指示が出ています。

＜要注目患者様評価＞

· 山本　伸子様～腰痛が持続していると話していますが、午前のプログラムにも参加できてい

　　　ます。また、長女からの外出願いが出されたことや次女が母の日プレゼントを送って来たという話を聞いてから、「気晴らしができるね」と明るい表情で話しています。午後のOTにも自発的に参加しています。明日から八短の看護実習生がつくこととなります。状態変化を観察し、適宜対応していきましょう。　青山荘へ入所申し込みは、PSWから用紙を貰い作成を進めていけるよう援助していきましょう。

· 井上　和美様～10日(土)準夜帯で「喉が固くなって、食べ物が入っていかない」などの訴え

　　　　　　　　　ありました。摂取量の低下や嚥下不良の状況はみられませんでしたが、「何十年も前の顎の怪我」のエピソードと関連付けた発言にもなっています。また「タバコの煙が部屋の中にはいってくる」とか、「トイレに入っていると、いつも電気消される」と特定男性患者(伊藤雄一)様の名前を挙げての訴えもありました。相手がすぐに謝罪したこともあり、トラブルにはいたっていません。

　　　　　　　　　自分で訴えたい分をスタッフに伝えると「どうも」と自分から話を止め、平常を取り戻している様子があります。本人の訴えは傾聴し、解決できることはその場で解決していけるよう関わっていきましょう。

· 稲垣恵利子様～「街(15日)への買いものには行かない」「火曜日のヨコマチには行く」と話し

　　ています。また本人から、床屋(25日)に行きたいとの希望が出ています。

　　　　　　　　　三ヶ月に1回の青風荘入所の姉への面会も、直前になって気分が変わって中止してしまうことがありました。小遣いを上手に使っての気分転換や保清・整容ができるよう、金銭管理を含めて援助していきましょう。例えば、三ヶ月に1回姉と一緒に街に外出(付添い)して食事をしてくるなど。また現金所持でなく、本人の気持ちと理解度をみながら銀行を活用することも促してみましょう。通帳を作ることは、明日の買いもの後の金銭管理時に話題提供し、反応をみていきましょう。

· 滝田　英人様～独語・空笑は持続していますが、他とのトラブル発生に至っていません。

また、現在財布に13万9千円ほどの現金が入っています。出納帳の記載は正確に行い、ロッカーにも施錠して管理しています。ただ大金を所持することでトラブル発生のリスクもありますので、こんど保護者次姉の林様が面会にいらっしゃった時に通帳を作ってはどうかと提案していきましょう。

＜アクシデント一ヶ月後の振り返り＞

　法霊崎　恵子様への誤投薬　夕食後に次の日の朝食後薬を服用させた件

　　自己管理の患者様である。本人が誤って別の薬袋を持ってきても、スタッフの確認が正確に実施されると誤薬は防ぐことができます。　与薬時の原則を確実に行っていきましょう。

〇患者様には、薬袋をスタッフに見えるようにかざしていただく。

〇薬袋の名前と服用時間「夕食後薬」というように読み上げる。

〇スタッフは、患者様に正確に服薬できる環境作りに集中して援助をしていくことが大事である。

〇服薬のプロセスが「治療」となり、大事であることを認識して与薬にあたりましょう。

＜週間予定＞

12日(月) 花見行事

13日(火) 花見行事

14日(水) 定期交換　シーツ・枕カバー・布団カバー　　欠席者懇談会

16日(金) 歯科　該当者なし

